
一

朝

治

吾

一

一

一

固

定

資

産

税

=

よ

一

長

問

日

開

明

山

路

軒

訂

以

四

日

時

計

同

時

四

百

川

町

綿

何

日

開

胆

問

問

日

間

ド

与

し

諸

制

諮

問

町

内

訳

一

京

成

団

地

区

一
号
制
悠
昌
一
一
一
一
一
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
十
二
月
を
あ
ら
る
が
両
方
と
も
望
い
で
、
両
国
の
そ
宅
、
里
町
三
丁
目
躍
与
五
郎
、
前
時
間
位
で
終
っ
た
ら
し
く
、
当
目
雪
手
に
さ
れ
ず
、
妻
は
豊
富
豊
一
を
新
設

一

O

甑
田
山
一
一
一
の
納
期
で
す
わ
す
の
に
差
が
雪
と
三
つ
蓄
用
語
楠
軍
兵
衛
と
あ
る
の
は
泉
毒
事
助
共
同
の
雑
貨
肩
、
林
聖
丁
目
草
子
十
三
日
に
ぜ
喜
朗
り
と
衛
門
の
娘
婿
芸
名
姫
路
の
伊
襲
へ
一
重
ゴ

一

制

足

以

二

一

2図
量
産
税
第
=
一
期
分
一
一
い
た
さ
ま
り
芝
て
宗
一

3と
い
う
警
に
よ
る
も
の
で
あ
謀
議
電
の
一
ニ
詩
集
ま
り
、
自
主
の
ま
つ
を
も
い
わ
震
と
い
っ
わ
っ
て
厄
介
に
な
っ
て
い
一
町
内
の
ど
の
官
苦
]

一

行

行

袋

一

一

一

母

子

。

Eお
忘
れ
な
苦
の
ん
び
り
し
亘
っ
た
も
の
か
、
私
り
J
つ
ど
ん
屋
久
兵
衛
と
あ
る
の
は
、
身
支
度
さ
長
官
室
れ
ま
す
。
る
の
を
聖
「
霊
は
不
聖
書
か
士
方
で
手
、
中
で
も
下
大
瀬
喜

一
発
発
続
一
一
一
く
宮
内
に
納
め
し
よ
ラ
。
一
一
も
先
生
と
い
わ
れ
る
身
分
の
天
王
討
入
り
は
初
め
の
計
画
で
は
重
一
ら
二
度
と
そ
の
名
を
い
っ
て
下
声
一
る
一
団
地
巴
世
帯
主
宅
、
毎
的
に
一

「
I
l
l
-
F
r
i
l
l
-
i
l
l・
?
を
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
か
お
ぼ
え
が
き
石
川
陽
風
十
四
人
づ
っ
と
な
っ
て
い
ま
、
毛
な
」
と
忠
左
ヱ
門
が
怒
っ
た
こ
品
、
一
い
ろ
い
ろ
な
支
障
柔
す
間
に
あ
り
一

I
!

一

員

れ

な

い

。

利

小

平

太

が

十

四

日

明

べ

か

ら

行

方

不

細

川

滋

の

堀

内

覚

書

」

に

出

て

い

る

と

一

ま

す

の

で

一

区

号

、

護

軍

区

と

一

層

圏

際

機

…

町

の

年

中

行

事

の

一

つ

、

消

防

団

の

査

関

川

一

一

'

一

国
蔵
が
十
一
月
八
量
羽
古
車
安
庭
で
行
川
一
士
一
月
と
な
る
と
霊
年
寄
り
の
仲
間
口
卜
言
い
う
偽
書
に
よ
る
も
の
霊
り
の
重
郎
に
討
入
っ
た
と
い
わ
明
、
暴
露
出
口
右
ヱ
ロ
十
四
日
夜
か

j
い
ろ
い
ろ
忠
臣
蔵
に
つ
い
て
面
一
号
ま
し
た

o

こ
れ
は
事
長
量
一

翻

賜

わ

れ

ま

し

た
o
午
前
七
時
、
自
招
集
の
サ
川
一
間
入
り
を
し
つ
つ
あ
ゑ
唱
に
は
忠
臣
蔵
で
、
妻
は
士
一
平
四
日
の
夕
方
、
れ
手
。
の
会
主
で
い
た
話
著
書
選
白
く
な
い
面
ば
か
り
取
ト
宮
葬
王
者
に
も
と
ず
く
も
の
で
す
。
十
一
月
一

瞬
顛
イ
レ
ン
の
合
同
に
始
ま
り
、
服
装
、
規
律
、
川
一
が
思
い
起
さ
れ
る
し
、
浪
曲
な
ど
で
は
要
員
自
主
署
員

5
2吉
宗

亡

し

た

が

、

富

邸

議

長

喜

な

っ

て

主

い

ま

し

た

が

、

こ

ん

な

聖

母

。

一

国
棚
機
器
賢
一
の
謀
、
室
、
操
法
な
ど
が
査
川
富
士
討
入
り
の
集
合
場
所
は
在
毘
四
十
六
士
が
集
合
、
友
人
網
走
事
士
か
又
晴
天
で
あ
っ
た
と
か
い
う
が
H

ち
襲
幹
事
雪
局
へ
出
主
襲
も
あ
る
と
い
う

E
に
止
め
て
ほ
し
い
一
区
長
渡
部
兼
敏
氏
一

薗
闘
機
関
官
(
町
号
室
の
前
で
く
り

2げ
ら
川
一
で
、
自
主
が
討
入
り
仕
度
の
義
士
を
見
各
親
類
も
請
し
別
れ
の
杯
を
交
わ
討
ス
り
は
士
一
月
十
五
円
午
理
一
時
と
は
書
き
聖
書
い
た
も
の
な
の
で
と
思
い
ま
す
。
一
区
町
代
理
笠
原
七
郎
民
一

間
関
れ
、
町
民
の
大
き
な
信
頼
に
こ
た
え
川
一
て
階
段
か
ら
こ
ろ
け
著
る
な
ど
面
白
し
、
大
石
内
蔵
助
が
請
を
歌
っ
た
り
も
午
前
問
号
、
思
げ
は
革
ハ
時
四
十
七
人
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
か
。

5
5就
任
さ
れ
モ
た
。
一

輔
盟
関
一
司
自
民
の
訓
練
に
み
ぎ
を
か
望
し
山
一

!
i
)
1
i
!
:〈
1
i
1
j
i
t
-
i
1
i
!
;
}
!
;
:
l
i
!
l
i
i
t
)
;
j
!
;

一

輔

期

総

ゆ

た

。

"

一

1
1
L
:二
l
k
f
雪
予
言
特
に
書
き
記
差
も
あ
り
ま
せ
ん
一
く
な
っ
7
き
ま
し
た
。
こ
の
警
に
宣
言
人
皇
室
の
島
に
造
喜
善
、
言
庖
な
ど
を
出
一

繍
懇
議
ろ
い
ま
町
の
消
防
請
は
団
長
示
阜
一
町
一
弓
ゴ
日

1
i
l
二
一

R
ハ

予

弓

陸

軍

点

市

一

一

一

一

察
機
綴

J

一

H
U
ト
子

E
-
Y
一

-

=

一

ノ

4
4
s
f会
T
一
が
、
老
人
の
幸
せ
は
制
定
年
会
や
生
活
一
い
霞
外
水
栓
の
破
裂
、
今
年
こ
そ
、
皆
一
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
個
人
が
自
分
勝
す
こ
と
。
一

線
機
隊
総
こ
川
小
冗
郎
き
の
も
と
に
第
一
か
ら
一

I

l

-

-

-

-

-

T

，

一

一

一

一

罷

雪

告

炉

開

一

町

制

施

行

初

の

敬

老

会

開

く

一

刊

誌

刊

誌

訪

れ

耳

目

立

話

一

銭

民

訴

訟

ω
軒目

z
i一

審

畿

司

消

防

に

力

量

ぎ

、

可

搬

覇

力

ポ

一

-

一

ず

る

こ

と

か

ら

出

発

し

ま

す

。

一

物

皇

国

あ

ま

り

被

害

を

白

り

ま

せ

一

室

主

的

び

て

い

る

反

聖

路

の

伸

伺

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

、

扱

芸

を

し

、

一

騒
機
の
ン
プ
二
十
台
で
緊
急
事
熊
に
雪
て
一
行
事
の
重
な
り
で
の
び
の
び
に
な
っ
一
翠
む
じ
な
の
走
り
過
ぎ
昼
間
主
も
一
警
の
折
か
ら
震
に
警
れ
、
一
ん
が
、
一
一
面
の
寒
い
と
こ
ろ
に
傭
え
て
一
び
は
極
め
て
わ
ず
か
で
す
。
護
を
わ
富
審
会
を
す
る
こ
と
o

一

機
機
ろ
い
手
が
、
事
人
家
の
密
集
と
"
一
て
い
長
室
十
一
月
吉
正
午
か
一
い
鴛
か
れ
た
こ
と
と
お
も
い
ま
す
。
一
ま
す
ま
す
お
一
票
で
長
言
語
ら
れ
一
あ
る
水
苦
手
こ
の
襲
の
対
象
と
一
ず
か
つ
く
る
に
き
の
費
用
が
か
か
刷
競
技
会
、
パ
レ
ー
ド
、
重
量
一

藤

毅

ご

霊

室

長

、

よ

円

強

力

な

山

一

ら

町

理

事

一

号

記

念

し

て

2
2の

宣

言

で

Eを
ま

す

よ

う

に

。

一

な

る

訳

で

す

。

一

り

、

ち

ょ

-2Eを
道
路
上
最
な
ど
を
す
る
こ
と
o

一

鱒

畿

日

第

必

要

と

さ

れ

て

い

ま

す
o

m

一
芸
宣
言
れ
を
た
。
一
手
に
た
あ
と
、
つ
づ
い
量
、
お
ど
一
八
十
八
才
以
上
の
方
一
こ
れ
を
防
ぐ
巨
コ
ン
桧
(
コ
ン
ク
一
き
つ
め
た
ほ
ど
の
余

2の
で
な
ど
ぎ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

暢
欝
|
当
同
消
防
関
係
功
労
章
火
災
一
予
酬
で
っ
す
り
寒
い
天
気
に
風
邪
で
も
ひ
き
一
り
、
そ
の
他
の
貧
に
楽
し
く
午
後
の
一
地
区
氏
名
生
年
月
日
年
令
一
?
ト
の
男
な
栓
)
の
揚
左
上
の
7
9
0

こ
れ
百
豊
に
道
路
が
伸
び
な

O
放
置
物
件
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
一
一

醸

建

議

霊

訪

…

一

山

読

む

眼

科

芸

一

守

き

を

す

と

し

て

い

た

だ

雲

市

川

唱

す

さ

一

一

一

引

い

刊

誌

民

間

一

ぃ

告

主

主

て

い

く

の

に

な

摂

理

一

川

難
鶴
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
主
の
で
お
互
い
に
く
川
一
約
四
百
人
近
い
室
が
一
費
量
を
見
一
男
を
い
た
だ
い
去
民
館
、
婦
人
一
問
、

Foi-防
車
)
一
止
す
る
こ
と
が
集
ま
す
。
一
こ
道
一
路
は
少
し
も
広
三
り
な
い
、
だ
お
り
ま
事
、
自
信
か
な
い
場
所
に
ベ

轟

れ

お

き

っ

111う
…

一

せ

話

料

?

の

方

K
の

お

視

一

言

ん
J

許諾
1
2
h
a
g
-他の

57い
る
所
一
方
言
は
混
雑

iの
危
険
自
転
車
、
パ
イ

a
i

一

毒

菌

司

自

一

一

一

東

事

前

岡

山

室

ヨ

シ

一

は

腹

芸

を

し

て

努

ま

す

が

更

に

ワ

一

泊

生

ま

れ

る

わ

け

で

す

が

預

状

ほ

ど

っ

き

山

、

す

摂

自

民

、

険

金

出

、

容

器

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
い
と
労
苦
ね
ぎ
り
-2

言

葉

に

警

と

た

。

一

問

、

6
・8
・7
2
ラ
を
当
て
て
し
ば
る
か
、
又
は
ナ
ワ
を
で
し
ょ
う
か
。
町
の
商
審
な
〉
'
青
葉
に
多
く
の
自
転
車
が

日
の
丸
て
お
迎
え
一
一
諮
問
時
賜
一
時
間
阿
部

E
E
5高一一一明一町村一一器開語一時間単一一
ω
一
時
一
日

一
り
引
な
日
の
丸
の
議
の
波
に
見
送
一
労
告
ま
ず
き
感
謝
す
べ
き
で
し
一
睡
覇
輔
輯
購
醐
謹
一
幸
之
宮
浅
井
い
ね
一
さ
の
屋
外
語
の
破
裂
を
防
止
す
る
こ
す
砂
、
石
、
禁
雪
量
一
な
一

z自
転
車
町
並
署
す
る

皇

太

子

、

美

智

子

妃

両

殿

下

一

回

叩

a
i
-
-
;り

譲

覇

時

〓

西

町

一

甲

山

口

一

一

一

号

す

の

五

錦

町

サ

と

一

昨

日

告

発

一

机

一

信

号

i
i
i
E一

88に
東
宮
御
所
を
員
、
最
重
勢
が
早
朝
交
条
市
場
習
沿
一
お
一
一
合
沿
道
の
室
に
何
事
一
抗
野
町
内
計
十
日
開
醸
関

r

鶴

一

一

和

棚

、

問

主

@

才

)

一

大

き

く

育

て

一

こ

れ

自

動

車

を

の

交

一

制

一

が

大

切

で

、

ひ

と

り

E
早

大
日
か
ら
一

4

一
日
間
の
日
程
で
県
互
一
初
の
視
察
地
草
加
市
柿
菜
町
の
喜
一
道
に
並
び
お
要
す
る

E
9陪
必
一
寧
に
会
釈
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
福
一
鉄
筋
鉄
骨
の
ヱ
事
現
場
、
そ
し
て
会
場
一
覇
購
輔
輯
醐
錨
顕
一
浮
塚
集
セ
イ
一

vv赤
い
羽
根
会
一
通
話

-Zつ
に
出
来
ま
せ
ん
-
関
一
五
気
を
つ
げ
た
い
も
の
で
す

ご
視
祭
に
な
り
ま
し
た
。
一
第
一
工
業

P車
交
に
お
立
笥
り
の
一
分
、
白
パ
イ
を
先
導
に
お
見
え
に
な
一
殿
下
の
気
口

E
親
し
み
、
そ
し
て
人
気
一
に
な
っ
た
喜
校
の
校
舎
や
依
育
館
を
一
醐
輔
輯
輔
十
翻
一
明
、

9

・
8-maz
一
町
宮
方
誤
差
を
寄
せ
合
っ
て
一
し
、
そ
の
上
墨
し
を
悪
く
し
-
道

-
o青
空
車
庫
を
一
掃
し
ま
し
ょ

望
県
に
お
迎
え

Z
の
は
今
回
が
一
た
め
同
一
一
道
松
原
型
十
字
警
官
一
り
、
車
は
重
要
大
き
く
カ
ー
ブ
し
一
の
撃
っ
か
が
わ
れ
ま
す
。
一
眼
に
し
、
時
代
の
移
り
変
一
宮
ま
L
Z一
盟
国
臨
購
瞳
》
騨
ご
冬
の
屋
外
水
栓
の
一
二
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

Z
赤
い
羽
一
て
童
書
突
き
な
康
図
を
.

は
じ
め
て
で
、
特
に
県
東
部
寺
中
心
に
折
れ
八
車
内
を
お
通
り
に
な
り
ま
し
一

l
i
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
|
|

一
醐
輔
輯
醒
覇
覇
舗
額
二
管
理
に
つ
い
て
一
二
根
量
産
君
、
十
月
一
ば
い
行
一
つ
三
こ
と
に
な
り
手
。
道
路
を
自
動
車
の
保
富
所
百
の
ザ

日

一

諮

問

斡

十

持

ぶ

い

て

十

に

め

ぐ

ま

れ

、

公

表

的

生

十

一

東

部

第

一

工

業

用

水

道

が

完

成

日

町

一

持

続

昨

日

咋

一

敬

ほ

は

ほ

崎

同

に

日

は

ほ

ほ

し

否

口

組

品

目

一

河

町

一

め

日

間

持

訪

れ

ー

か

う

た

持

げ

し

て

使

っ

て

い

る

の

が

見

ら

1
一
ら
売
も
の
で
す
。
一
を
は
じ
め
音
の
闘
児
さ
ん
が
臼
の
一
躍
進
す
7d
望

霊

力

棄

の

工

業

員

空

工

業

塁

を

計

画

建

設

た

お

子

。

一

o
o
o
Z百
九
十
円
の
震
を
お
さ
め
ま
し
一
「
道
路
は
芝
な
の
も
の
、
で
て
こ
の
よ
つ
な
農
道
路
は
狭
め
ら

2
7殿
実
は
お
揃
い
で
第
一
目
午
前
一
丸
の
訟
を
手
に
し
、
ま
た
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